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 【お願い】 

ご取材の際は、 
右記まで事前に 
ご連絡ください 
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■リリース内容のお問合せ■ 
  対外協⼒センター 社会貢献課｜TEL:078-413-3811 (平⽇ 9 時〜17 時) E-mail:kouken@konan-wu.ac.jp 
 
■取材申込み・プレスリリースのお問合せ■  
  広報課｜TEL:078-413-3180 (平⽇ 9 時〜17 時) E-mail:koho@konan-wu.ac.jp   
 ［キャンパス所在地］〒658-0001 兵庫県神⼾市東灘区森北町 6-2-23 

 

 

 

   

 

名 称 「＃北野レトロ 3 館をめぐるフォトさんぽ」 

仕 様 A4 ⼆つ折り／カラー 

配 布 開 始 2019 年 7 ⽉ 9 ⽇（⽕） 

配 布 場 所 ⾵⾒鶏の館・萌⻩の館・ラインの館 

ほか神⼾市内 48 箇所で随時配布を開始 

発 ⾏ 元 神⼾北野異⼈館⾵⾒鶏の館グループ 

タイアップ 甲南⼥⼦⼤学 

 甲南⼥⼦⼤学 × 神⼾北野異⼈館「⾵⾒鶏の館」   
若年層の⼥性来館者増を⽬的に、観光リーフレットを共同制作 

〜 友だちに伝えたいフォトジェニックな異⼈館を取材撮影 〜 
 甲南⼥⼦⼤学は、神⼾北野異⼈館⾵⾒鶏の館グループ（⾵⾒鶏の館・萌⻩の館・ラインの館）とタイアップし、北野エリアへ
の来訪促進、とりわけ若年層の⼥性をターゲットにした観光リーフレット「＃北野レトロ 3 館をめぐるフォトさんぽ」を制作し
ました。学⽣セレクトの“映えるスポット”満載のリーフレットは、7 ⽉ 9 ⽇(⽕)から、3 館ほか神⼾市内 48 箇所で随時配布を開
始。若年層向けの新たな情報提供ツールとして活⽤が⾒込まれます。 

【本件のポイント】 
l 本取り組みは、2020 年に迎える甲南⼥⼦学園創⽴ 100 周年記念

「⽣徒・学⽣×社会・企業連携プロジェクト」の⼀環として、学⽣
有志を募って展開しています。 
 

l 「KOBE とともに」をプロジェクトのコンセプトに、⾵⾒鶏の館グ
ループと連携。学⽣たちは、地元・神⼾の街、歴史、⽂化に触れ、
神⼾の⼈との関わりの中で実践的に学びながら、地域の課題に共に
取り組みます。 

 
l リーフレットでは、⼥⼦⼤⽣⽬線で取材した「友だちに伝えたい異

⼈館の魅⼒」をフォトジェニックスポットとして紹介。その他、誌
⾯構成のアイデアを提供、撮影モデルも務めました。 

【本件の内容】------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 社会に貢献できる⾼い志を持つ⼥性の育成をめざす甲南⼥⼦⼤学は、2020 年の学園創⽴ 100 周年に向けて、 2018 年度か
ら 3 カ年計画で「⽣徒・学⽣×社会・企業連携プロジェクト」に取り組んでいます。連携企画の第⼀弾として、地元・神⼾を象
徴する名所／神⼾北野異⼈館 ⾵⾒鶏の館グループとのタイアップが実現しました。 
 
 同館が抱える課題「若年層の⼥性の来館を増やす」ためのアイデアを検討するために、学⽣有志 8 名は 2018 年 11 ⽉から異
⼈館街でのフィールドワークを実施。ミーティングや発表を経て「若年層の共感を得る観光マップづくり」を提案しました。同
館は、2019 年 4 ⽉の「ラインの館」リニューアルに伴い、「3 館の⾒どころを集約するリーフレット」としてアイデアを採⽤。
同館が若年層の⼥性をターゲットに絞った観光促進ツールを発⾏するのは初めてで、3 館のほか神⼾市内 48 箇所で配布します。 
 
 制作において、学⽣が取材・誌⾯構成のアイデア提供・撮影モデルを、同館が企画・編集を担当。既存のガイドブックとの差
別化を狙い、⼥⼦⼤⽣⽬線で「友だちに伝えたいレトロな異⼈館の魅⼒」を取材後、それをもとに撮影を⾏いました。デジタル
ネイティブ世代ならではの感性を⽣かして、各スポットを Instagram ⾵に「“映える”魅せ⽅」で撮影・表現した点も特徴です。 
 

［参加学⽣の声］  
■「⾃分が率先して進める」という意気込みで取り組む
ことで、⾃然と雰囲気が良くなり活動も活発化した。リ
ーダーシップの重要性を実感できた。 
 
■私たちの意⾒を積極的に受け⼊れ、⾯⽩がってくださ
った。「北野の活性化のために、新しいものを取り⼊れ
たい、⾯⽩いものを作りたい」という想いに感銘して、
私も全⼒を尽くしたいと活動に参加できた。 
 
■なにか 1 つのものが作られている裏には、⼤勢の⼈が
時間やお⾦をかけて創意⼯夫していることを知れた。 
 
■⼥⼦⼤⽣の間に多い「共感・共有」に重きを置いて、
アイデアを提案・リーフレットを完成することできた。 


